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四日市大学総合政策学部教授・学部長　鬼 頭  浩 文

中高大生が行政と連携して
地域防災に貢献する仕組みづくり

　

本
稿
で
は
、
三
重
県
に
お
い
て
著
者
が

関
わ
っ
て
い
る
中
高
大
生
が
地
域
防
災
に

貢
献
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
、
今

後
の
災
害
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
。
著
者
が
教
鞭
を
と
る
四
日
市

大
学
は
、
地
域
貢
献
を
積
極
的
に
教
育
に

取
り
込
ん
で
お
り
、
多
く
の
学
生
が
授
業

の
一
環
と
し
て
地
域
活
動
を
展
開
し
、
課

外
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
。
災
害
支
援
も
そ
の
一
つ
で
、
募
金
活

動
だ
け
で
な
く
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
被
災
地
に
直
接
出
か
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
学
生
た
ち

は
そ
の
支
援
活
動
の
経
験
を
地
域
に
伝
え

る
活
動
を
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
少
し
ず

つ
地
域
防
災
に
貢
献
す
る
活
動
へ
と
つ
な

が
り
、
現
在
で
は
、
中
高
大
生
が
行
政
と

連
携
し
て
地
域
防
災
に
貢
献
す
る
仕
組
み

の
構
築
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
が
過
ぎ
た
２
０
１
６
年
４
月
、
九
州
を

直
下
型
の
大
き
な
地
震
が
２
度
に
わ
た
っ

て
襲
っ
た
。
ま
ず
、
４
月
14
日
金
曜
の
夜

の
９
時
過
ぎ
に
益
城
町
で
最
大
震
度
７
を

記
録
し
、
翌
日
の
深
夜
、
日
付
が
変
わ
っ

た
４
月
16
日
の
午
前
１
時
過
ぎ
に
益
城
町

と
西
原
村
で
再
び
震
度
７
を
記
録
し
た
。

50
名
の
方
が
建
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
た
が
、
こ
の
他
に
50
名
以
上
の

方
が
災
害
に
関
連
し
て
ケ
ガ
や
病
気
が
悪

化
し
て
亡
く
な
っ
た
（
災
害
関
連
死
）。

避
難
所
で
の
劣
悪
な
生
活
環
境
や
自
家
用

車
で
の
窮
屈
な
避
難
生
活
に
よ
り
、
感
染

症
や
持
病
の
悪
化
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

症
候
群
な
ど
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
。
東

日
本
大
震
災
で
も
多
く
の
方
が
避
難
所
な

ど
で
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
悲
し
い
教
訓

は
生
か
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

地
震
以
外
に
も
、
今
年
は
多
く
の
台
風

が
日
本
を
襲
い
、
中
で
も
台
風
10
号
は
８

月
30
日
夕
方
に
暴
風
域
を
伴
っ
た
ま
ま
岩

手
県
に
上
陸
し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
に

な
っ
た
。
台
風
が
東
北
地
方
太
平
洋
側
に

上
陸
し
た
の
は
、
気
象
庁
が
統
計
を
取
り

始
め
て
か
ら
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
東

北
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
大
き
な
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
た
。
中
で
も
岩
手
県
岩
泉
町

の
小
本
川
の
氾
濫
に
よ
り
高
齢
者
施
設
で

９
名
が
死
亡
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
残
念

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
２
０
０
９
年
に
山
口

県
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
同
様
に
７

名
の
犠
牲
者
が
出
た
災
害
を
思
い
出
し
た

人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
は
、
風
水
害
や
地
震
・
火
山
な
ど
、

災
害
が
多
い
国
で
あ
る
。
災
害
対
応
は
、

国
や
地
方
自
治
体
の
最
優
先
す
べ
き
課
題

で
あ
る
が
、
大
規
模
災
害
は
発
生
頻
度
が

極
め
て
低
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
特
徴

を
持
つ
た
め
、
前
例
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

従
っ
た
ル
ー
テ
ィ
ン
に
慣
れ
て
い
る
行
政

職
員
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
困
難
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
あ
る
。

　

過
去
の
災
害
に
学
び
、
命
を
守
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
の
修
正
が
さ
れ
、

少
し
ず
つ
進
歩
し
て
い
る
と
い
え
る
。
大

規
模
災
害
の
際
に
、
政
府
が
被
災
自
治
体

を
支
援
し
、
被
災
地
以
外
の
自
治
体
か
ら

職
員
が
派
遣
さ
れ
、社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
、
社
協
）
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
被

災
地
に
駆
け
つ
け
て
「
チ
ー
ム
日
本
」
と

し
て
災
害
対
応
に
あ
た
る
仕
組
み
が
構
築

さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
年
の
災
害
に
お
い

て
も
一
定
の
成
果
が
出
た
と
い
え
る
。
し

か
し
、
熊
本
地
震
で
は
災
害
に
よ
る
直
接

死
よ
り
も
関
連
死
の
方
が
多
く
な
っ
た

り
、
救
援
物
資
の
配
送
が
滞
っ
た
り
と
、

多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
台
風
10
号

に
お
い
て
も
、
情
報
の
伝
達
や
施
設
で
の

避
難
対
応
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
災
害
の
経
験
か
ら
何
を

学
び
、
何
を
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

被
災
地
で
は
、「
二
度
と
同
じ
苦
し
み
を

繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
声
を

よ
く
聴
く
。
家
を
失
い
、
家
族
や
友
人
を

亡
く
し
た
被
災
者
か
ら
聴
く
こ
の
言
葉

は
、
本
当
に
重
み
を
も
つ
。

　

四
日
市
大
学
で
は
、
２
０
１
１
年
４
月

１
日
に
大
学
生
・
教
職
員
が
中
心
と
な

り
、四
日
市
東
日
本
大
震
災
支
援
の
会（
以

下
、
支
援
の
会
）
を
立
ち
上
げ
、
災
害
支

１
は
じ
め
に

２
今
年
も
災
害
で

　
　
　
多
く
の
犠
牲
が

３
災
害
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か

４
四
日
市
東
日
本
大
震
災

　
　
　
　
　
　
支
援
の
会

（一財）
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援
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
東
北
に
お
い
て

は
、
津
波
に
よ
る
被
害
の
復
旧
に
関
わ
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
仮
設
住
宅
に
お
け

る
交
流
促
進
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
支
援

を
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
９

月
の
台
風
12
号
に
よ
る
紀
伊
半
島
大
水
害

の
被
害
を
受
け
た
三
重
県
紀
宝
町
、
平
成

25
年
台
風
第
18
号
に
よ
る
水
害
で
被
害
を

受
け
た
京
都
府
亀
岡
市
、
２
０
１
５
年
の

関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

た
茨
城
県
常
総
市
な
ど
、
東
北
以
外
の
災

害
に
お
い
て
も
支
援
活
動
を
し
て
き
た
。

熊
本
地
震
で
も
、
熊
本
県
西
原
村
に
お
い

て
避
難
所
支
援
、
学
校
再
開
支
援
、
仮
設

住
宅
サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
５
月
の
支
援
の
会
と
し
て

の
最
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、
四
日

市
大
学
の
学
生
と
教
職
員
だ
け
で
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
が
、
３
週
間
後
の
第
２
回
派
遣

か
ら
は
、
他
大
学
の
学
生
、
地
域
の
高
校

生
、
一
般
市
民
に
も
呼
び
か
け
、
参
加
者

の
幅
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
２
０
１
６
年

９
月
ま
で
に
37
回
の
派
遣
を
行
い
、
延
べ

１
５
０
０
名
ほ
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活

動
を
し
て
き
た
。
中
学
生
・
高
校
生
・
大

学
生
、
学
校
の
教
職
員
、
一
般
市
民
、
行

政
職
員
、
地
方
議
員
な
ど
が
個
人
の
立
場

で
参
加
し
て
き
た
。
こ
の
支
援
の
会
の
活

動
に
は
、
や
が
て
組
織
と
し
て
参
加
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
、
行
政
や
学
校
と
の
連
携

に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
の
４
月
に
は
、
四
日
市
市

が
東
北
支
援
を
行
う
に
あ
た
り
、
活
動
場

所
の
確
保
、
現
地
と
の
調
整
、
資
材
の
準

備
な
ど
の
全
て
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
支

援
の
会
が
行
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
四
日

市
市
か
ら
危
機
管
理
室
・
保
健
所
な
ど
８

名
、
四
日
市
市
社
協
か
ら
５
名
、
支
援
の

会
の
四
日
市
大
学
学
生
・
教
員
９
名
と
四

日
市
看
護
医
療
大
学
学
生
・
教
員
15
名
で

あ
っ
た
。
２
０
１
５
年
の
栃
木
県
鹿
沼
市

に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

は
、
四
日
市
市
社
協
が
主
催
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
に
協
力
す
る
形
で
支
援
の
会

の
メ
ン
バ
ー
が
乗
車
し
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
熊
本
地

震
に
お
い
て
は
、
支
援
の
会
が
主
催
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に
四
日
市
市
保
健
所

の
保
健
師
、
四
日
市
市
消
防
職
員
協
議
会

の
消
防
士
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を
と
っ

て
参
加
）、
四
日
市
市
社
協
職
員
が
参
加

し
、
行
政
・
社
協
と
の
連
携
で
災
害
支
援

を
行
っ
た
。

　

学
校
と
の
連
携
は
、
高
校
の
生
徒
が

教
員
の
公
務
引
率
で
支
援
の
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
参
加
す
る
こ
と
が

２
０
１
１
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
連
携

の
延
長
線
上
に
、
三
重
県
教
育
委
員
会
が

主
催
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
が
あ
る
。

三
重
県
内
の
公
立
学
校
に
呼
び
か
け
、
東

北
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
実
施

し
、
学
校
活
性
化
や
地
域
防
災
へ
の
貢
献

に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
第
９
節
で
詳
し
く
述
べ
る
。

　

支
援
の
会
の
経
験
に
つ
い
て
地
域
の
防

災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
講
演
す
る
機
会
は
多

い
。
と
く
に
被
災
者
か
ら
聴
か
せ
て
い
た

だ
い
た
体
験
談
は
、
で
き
る
だ
け
活
動
に

参
加
し
た
学
生
か
ら
生
き
た
教
訓
と
し
て

地
域
の
方
に
伝
え
て
き
た
。
継
続
的
な
支

援
活
動
に
よ
っ
て
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ

た
被
災
地
の
行
政
・
社
協
・
学
校
・
自
治

会
な
ど
の
関
係
者
か
ら
得
る
実
際
の
災
害

時
の
対
応
に
関
す
る
情
報
は
、
三
重
県
内

の
地
域
防
災
に
役
立
つ
も
の
ば
か
り
で
あ

り
、
時
に
は
被
災
地
か
ら
対
応
に
あ
た
っ

た
方
を
招
き
、
防
災
に
関
わ
る
皆
さ
ん
を

集
め
た
勉
強
会
を
企
画
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。

　

四
日
市
大
学
に
は
、
こ
れ
ら
の
被
災
地

の
学
校
と
の
交
流
や
災
害
支
援
で
で
き
た

縁
か
ら
、
２
名
の
被
災
体
験
を
持
つ
宮
城

県
出
身
の
学
生
が
入
学
し
、
支
援
の
会
の

主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

支
援
さ
れ
る
側
か
ら
災
害
支
援
を
す
る
立

場
に
な
り
、
被
災
地
の
外
か
ら
支
援
者
と

し
て
地
元
の
復
興
に
寄
り
添
う
体
験
は
珍

し
い
。
こ
の
２
名
は
、
地
域
の
防
災
関
連

の
行
事
に
何
度
も
出
か
け
、
被
災
体
験
を

話
し
て
き
た
。
実
際
の
被
災
体
験
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
多
く
、
三
重
の
地
域
防
災
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
防
災
の
取
り
組
み

は
、
防
災
士
養
成
講
座
の
開
講
へ
と
発
展

し
た
。
四
日
市
大
学
は
、
２
０
１
４
年
よ

り
日
本
防
災
士
機
構
か
ら
防
災
士
養
成
研

修
実
施
法
人
の
認
証
を
受
け
、
総
合
政
策

学
部
の
正
規
講
義
を
防
災
士
養
成
講
座
と

し
て
開
講
し
、
一
般
市
民
に
も
受
講
の

チ
ャ
ン
ス
を
公
開
し
て
い
る
。
と
く
に
中

高
生
の
受
講
を
呼
び
か
け
て
き
て
お
り
、

２
０
１
６
年
ま
で
に
約
50
名
の
中
高
生
の

防
災
士
が
誕
生
し
た
。
講
座
は
実
践
的

で
、
行
政
の
危
機
管
理
に
関
わ
る
職
員
、

自
衛
隊
員
、
消
防
士
、
自
主
防
災
組
織
の

2011年5月の第1回派遣メンバー

仮設住宅の集会所で実施した
足浴・お茶会の様子

津波被害を受けたお宅での
床下の泥かき作業

５
行
政
・
社
協
・
学
校
と
の

連
携
に
よ
る
被
災
地
支
援

６
地
域
防
災
の
取
り
組
み
へ
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方
な
ど
、
防
災
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
外

部
講
師
が
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。

　

大
学
生
が
災
害
対
応
に
貢
献
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
四
日
市
市
消
防
本
部
と
支
援

の
会
が
連
携
し
、
２
０
１
５
年
に
松
山
市

の
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
た
。
そ
の
調

査
を
受
け
、
四
日
市
市
に
設
置
さ
れ
た
の

が
防
災
に
機
能
を
限
定
し
た
「
学
生
機
能

別
消
防
団
」
で
あ
る
。
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
、
避
難
所
と
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
災
害
ボ
ラ
セ
ン
）
の

運
営
補
助
を
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
平
時
に
は
、
防
災
啓
発
や
救
命
講
習

の
補
助
的
役
割
を
担
い
つ
つ
、
有
事
を
想

定
し
た
実
践
的
な
研
修
・
訓
練
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
。
災
害
支
援
の
経
験
が
あ

り
、
防
災
士
資
格
の
取
得
者
あ
る
い
は
取

得
を
目
指
し
て
講
習
を
受
け
て
い
る
大
学

生
が
機
能
別
団
員
に
な
る
。
危
険
を
伴
う

消
火
や
水
防
に
は
タ
ッ
チ
せ
ず
、
大
規
模

災
害
時
に
自
分
の
安
全
を
確
保
し
た
の
ち

に
、
避
難
所
や
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
運
営
に

あ
た
る
。

　

２
０
１
６
年
１
月
17
日
に
10
名
の
大
学

生
（
四
日
市
大
学
７
名
、
四
日
市
看
護
医

療
大
学
３
名
）
が
団
員
に
な
り
、
そ
の
後

に
２
名
（
愛
知
の
大
学
に
通
う
四
日
市
市

の
大
学
生
）
が
追
加
加
入
、
２
０
１
６
年

11
月
１
日
に
は
新
た
に
６
名
（
全
て
四
日

市
大
学
）
が
団
員
と
な
っ
た
。
ま
た
、
将

来
消
防
士
を
志
望
す
る
学
生
を
中
心
に
４

名
（
う
ち
１
名
は
学
生
機
能
別
団
員
か
ら

転
籍
）
が
、
四
日
市
大
学
が
立
地
す
る
八

郷
地
区
の
消
防
団
に
所
属
し
て
い
る
。
現

在
は
四
日
市
市
消
防
本
部
と
四
日
市
大
学

の
連
携
を
軸
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の

活
動
で
あ
る
が
、
今
後
は
他
大
学
に
も
団

員
の
幅
を
広
げ
、
周
辺
の
消
防
と
も
連
携

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

前
節
の
機
能
別
消
防
団
は
、
大
規
模
災

害
時
に
は
避
難
所
と
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
運

営
を
補
助
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

災
害
の
規
模
や
種
類
に
よ
っ
て
、
活
動
内

容
は
違
っ
て
く
る
。
大
量
の
被
災
者
が
避

難
所
に
入
る
よ
う
な
災
害
に
な
れ
ば
、
ま

ず
は
避
難
所
で
食
料
や
飲
料
水
の
確
保
、

ト
イ
レ
な
ど
の
衛
生
管
理
、
傷
病
者
の
救

命
活
動
、
物
資
の
仕
分
け
と
配
給
、
炊
出

し
な
ど
に
あ
た
る
。
一
定
期
間
が
過
ぎ
れ

ば
、
避
難
所
運
営
と
並
行
し
て
、
社
協
な

ど
が
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
立
ち
上

げ
・
運
営
の
補
助
を
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
想
定
し
た
研
修
・
訓

練
は
、
年
に
10
回
程
度
を
計
画
し
、
大
学

の
行
事
日
程
に
あ
わ
せ
て
四
日
市
大
学
で

実
施
し
て
い
る
。
テ
ス
ト
期
間
は
避
け
、

防
災
士
講
座
の
中
や
休
日
、
授
業
の
終
了

後
に
研
修
・
訓
練
を
実
施
す
る
の
で
、
参

加
し
や
す
く
負
担
も
少
な
い
。
避
難
所
運

営
訓
練
は
、
四
日
市
市
の
危
機
管
理
室
や

消
防
本
部
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
運
営
訓
練
で
は
、

四
日
市
市
社
協
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
訓
練
以
外
に
も
、
実
際
の

災
害
対
応
の
関
係
者
や
避
難
所
・
仮
設
住

宅
の
運
営
に
関
わ
っ
た
方
か
ら
経
験
談
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
定
す
る
こ

と
も
あ
る
。

　

三
重
県
教
委
は
、
伊
勢
志
摩
地
域
の
中

高
生
を
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

さ
せ
る
事
業
を
２
０
１
５
年
の
夏
休
み
に

実
施
し
た
。
支
援
の
会
は
、
交
流
・
活
動

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
災
害
支
援
の
経
験

が
あ
る
大
学
生
に
よ
る
中
高
生
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
役
に
な
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ

た
。
こ
の
事
業
は
、
伊
勢
志
摩
地
域
の
高

校
生
と
中
学
生
が
、
東
北
の
被
災
現
場
を

視
察
し
た
り
、
高
校
生
と
交
流
し
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
自
然
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
し
、
郷
土
愛
の
育
成
や
地
域
活
性
化

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

東
北
で
は
宮
城
県
と
福
島
県
を
訪
問
し
、

災
害
の
地
に
立
っ
て
語
り
部
の
話
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
き
、
被
災
地
で
暮
ら
す
同
世

代
の
生
徒
と
交
流
を
持
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
に
も
同
様
の
事
業
を
、
対

象
を
三
重
県
内
す
べ
て
の
中
高
生
に
広
げ

て
実
施
し
た
。
２
０
１
６
年
の
事
業
で

は
、
事
前
に
防
災
の
こ
と
を
総
合
的
に
学

ん
だ
う
え
で
東
北
に
行
く
こ
と
で
大
き
な

効
果
が
上
が
る
と
考
え
、
事
前
教
育
や
往

路
の
バ
ス
で
東
北
の
地
震
の
し
く
み
、
避

難
所
運
営
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
あ
り

方
な
ど
を
学
び
、
東
北
に
出
か
け
た
。
現

地
で
は
、
２
０
１
６
年
４
月
に
防
災
系
専

門
学
科
と
し
て
は
全
国
２
校
目
と
な
る

「
災
害
科
学
科
」
を
開
設
し
た
多
賀
城
高

校
を
訪
問
し
て
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施

し
た
り
、
壮
絶
な
被
災
体
験
を
伝
え
る
語

り
部
活
動
を
し
て
い
る
高
校
生
と
交
流
を

持
っ
た
り
と
、
防
災
に
つ
い
て
学
び
つ
つ

現
地
の
高
校
生
と
交
流
し
た
。
ま
た
、
東

松
島
市
に
お
い
て
仮
設
住
宅
で
交
流
会
を

開
催
す
る
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

実
施
し
た
。
帰
路
の
バ
ス
と
事
後
学
習
会

で
は
、
三
重
の
地
域
防
災
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
こ
の
事
業
は
、
第
６
節
で
述
べ
た
防

災
士
養
成
研
修
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

参
加
者
の
半
数
以
上
が
防
災
士
資
格
試
験

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
９

月
試
験
で
18
名
が
合
格
し
た
。

学生機能別消防団

７
防
災
に
機
能
を
限
定
し
た

消
防
団
結
成
へ

８
避
難
所
と
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の

運
営
補
助

９
三
重
県
教
委
と
連
携
し
た

中
高
生
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

三重県庁玄関前での学校防災ボランティア事業出発式
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熊
本
地
震
で
は
、
域
外
か
ら
届
い
た
救

援
物
資
が
避
難
所
に
届
か
ず
、
集
積
所
で

滞
る
事
態
が
発
生
し
た
。
い
わ
ゆ
る
、「
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」
の
問
題
で
あ
る
。
も

と
も
と
は
通
信
や
物
流
分
野
で
使
わ
れ
て

い
る
言
葉
で
あ
り
、
最
後
の
消
費
者
へ
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
困
難
さ
を
示

す
。
熊
本
ま
で
大
量
の
物
資
が
届
い
て
い

る
状
況
と
、
避
難
所
で
物
資
が
不
足
す
る

悲
鳴
が
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
日
本
中
に
伝
え

ら
れ
た
。国
は
、熊
本
地
震
を
受
け
、「
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
」
と
い
っ
て
、
被
災
地
か
ら

の
要
請
を
待
た
ず
に
必
要
と
予
想
さ
れ
る

物
資
を
被
災
地
に
届
け
る
方
法
を
大
規
模

に
行
っ
た
。
国
な
ど
が
手
配
し
た
物
資
が

被
災
県
の
広
域
物
流
拠
点
に
搬
送
さ
れ
、

そ
こ
で
仕
分
け
さ
れ
た
物
資
が
市
町
村
に

届
き
、
そ
し
て
避
難
所
に
配
送
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際

に
は
、
発
災
後
の
数
日
に
わ
た
っ
て
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
問
題
は
解
消
さ
れ
な
か
っ

た
。

　

原
因
は
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
初
動
対
応
検

証
チ
ー
ム
で
は
、
被
災
し
た
自
治
体
は
、

そ
も
そ
も
プ
ッ
シ
ュ
型
で
入
っ
て
き
た
物

資
を
避
難
所
ま
で
届
け
る
計
画
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
市
町
村
は
、
情
報
収
集
と
避
難
所
対

応
に
追
わ
れ
、
物
資
を
避
難
所
ま
で
届
け

る
た
め
の
情
報
管
理
、
人
・
ト
ラ
ッ
ク
・

燃
料
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
。

　

三
重
県
で
は
、
広
域
防
災
拠
点
の
整
備

が
進
み
、
整
備
が
最
後
に
な
っ
て
い
る
北

勢
拠
点
が
四
日
市
大
学
に
隣
接
す
る
東
名

阪
道
の
四
日
市
東
イ
ン
タ
ー
横
に
建
設
中

で
あ
る
。
拠
点
候
補
地
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
四
日
市
大
学
・
流
通
団
地
と
の
連

携
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

た
。
四
日
市
大
学
に
は
地
域
防
災
に
貢
献

す
る
学
生
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、
北
勢

拠
点
な
ど
で
の
貢
献
が
検
討
で
き
る
状
態

に
あ
る
。
大
規
模
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、

通
学
方
法
の
途
絶
や
学
生
の
被
災
に
よ

り
、
一
定
期
間
の
休
校
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
間
、
大
学
周
辺
に
下
宿
し
て
い
る
約

１
０
０
名
の
学
生
が
救
援
物
資
の
仕
分
け

な
ど
で
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
学
生
を
普
段
か
ら
定
期
的
に
訓

練
に
参
加
さ
せ
、
有
事
の
際
に
行
政
や
物

流
業
者
の
指
揮
の
も
と
、
物
資
の
仕
分
け

な
ど
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

人
員
の
不
足
と
い
う
課
題
を
あ
る
程
度
は

解
消
で
き
る
と
考
え
る
。

　

こ
こ
で
示
し
た
事
例
は
、
た
っ
た

７
５
０
名
が
在
籍
す
る
地
方
大
学
か
ら
始

ま
っ
た
、
中
高
大
生
が
地
域
防
災
に
貢
献

す
る
仕
組
み
の
萌
芽
で
あ
る
。
本
来
、
中

高
大
生
は
、
大
規
模
災
害
時
に
は
「
守
ら

れ
る
」
立
場
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、
過
去
の
大
規
模
災
害
で
は
、
多
く

の
被
災
し
た
中
高
大
生
が
避
難
所
や
災
害

ボ
ラ
セ
ン
で
活
躍
す
る
姿
が
み
ら
れ
た
。

四
日
市
大
学
に
在
学
す
る
宮
城
出
身
の
学

生
も
、
何
も
事
前
に
災
害
対
応
の
研
修
を

受
け
た
わ
け
で
も
な
く
、
た
ま
た
ま
避
難

所
に
設
置
さ
れ
た
給
水
所
に
行
っ
て
、
避

難
所
の
よ
う
す
を
み
て
運
営
の
手
伝
い
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
と
い

う
。
東
松
島
市
の
災
害
ボ
ラ
セ
ン
に
継
続

的
に
関
わ
っ
て
い
た
石
巻
西
高
校
の
生
徒

も
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
飽
き
て
自
転
車
で

被
災
地
を
見
て
回
っ
て
い
て
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
現
場
に
遭
遇
し
、
そ

れ
か
ら
何
か
月
も
ボ
ラ
セ
ン
で
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
し
た
と
い
う
。

　

災
害
支
援
活
動
は
、
あ
る
意
味
、
パ
ン

ド
ラ
の
箱
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
被
災
さ

れ
た
方
に
寄
り
添
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
は
、
深
く
感
謝
さ
れ
、
さ
ら
に
被
災

者
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま

る
。
支
援
の
会
の
学
生
た
ち
は
、
お
そ
ら

く
大
規
模
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
す
ぐ
に

人
を
助
け
る
行
動
に
出
る
で
あ
ろ
う
。
何

度
も
参
加
費
を
自
己
負
担
し
て
被
災
地
に

出
か
け
て
支
援
活
動
を
す
る
優
し
い
気
持

ち
を
持
つ
学
生
た
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

自
分
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
、
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

災
害
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
学
び
、
災

害
支
援
の
中
で
し
っ
か
り
と
教
訓
を
聴

き
、
ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
る
行
動
が
冷

静
に
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
こ
れ

こ
そ
、
地
域
防
災
に
貢
献
す
る
た
め
の
第

一
歩
で
あ
り
、
最
も
大
切
な
こ
と
と
考
え

る
。

11
お
わ
り
に

平成28年防災功労者
防災担当大臣表彰

　2016年 9月、四日市大学の学生・教職
員が立ち上げた四日市東日本大震災支援の
会が、平成28年防災功労者防災担当大臣
表彰を受けた。全国で11団体が選ばれ、
9月7日に次期学生リーダー予定の四日市
大学総合政策学部2年の鈴木昂樹（宮城県
石巻西高校出身）が松本純防災担当大臣か
ら直接表彰を受けた。

防災功労者表彰を防災担当大臣から直接受けた学生

10
大
学
生
に
よ
る
広
域

防
災
拠
点
へ
の
貢
献
構
想

鬼
き と う

頭  浩
ひ ろ ふ み

文

プロフィール

名古屋大学大学院経済学研究
科から同大助手、四日市大学
経済学部講師・助教授を経て
現在総合政策学部教授・学部
長。2011 年に四日市東日本

大震災支援の会（平成 28 年防災功労者防災担当大臣表
彰受賞）を学生や同僚と立ち上げ代表に就任、現在に至
る。


